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マスクの下は プロジェクト笑顔
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６月１８日（木）　中井保育園にて
『おもいやり♡マスク』贈呈セレモニーを
開催しました！！

マスクづくりのボランティアさんへ
たくさんの「ありがとう」のメッセージを
いただきました♪

市内の
幼稚園や保育園、こども園

に通う年中さんと年長さんの笑顔の
ため、７団体と30人の個人ボランティ
アの皆さんと心をひとつに『おもいや
り♡マスク』を作成し、合計1,668

枚お届けしました。

ふだ
んの く

らしを しあわせにふ
く し

令和２年
７月15日

7月号
№ 379しばた社協だよりは、ボランティアグループ音声訳「むぎの会」により音声訳されています。

社会福祉法人 新発田市社会福祉協議会編集・発行
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様々なボランティア活動を少しずつ体験し、自分
にぴったりのボランティアを探します。

全て受講した方には
「日帰り温泉
　　ほうづきの里」
ペア入浴券

プレゼント!!

希望により１講座から受講可能です！
おためしボランティア2020

要約筆記体験講座
９/26（土）
午前10時～正午
講師：要約筆記サークル四季
　耳が不自由な方のために、話され
ている内容を要約して文字にする「要
約筆記」について学び、体験します。

4 音声訳体験講座
９/26（土）
午後１時30分～午後３時30分
講師：音声訳むぎの会
　目の不自由な方のために、文字情
報を音声情報に替えてＣＤに録音す
る「音声訳」の体験をします。

5

点訳体験講座
９/11（金）
午前10時～正午
講師：新発田点訳奉仕団まどかグループ
　点字について学び、実際に点筆を
使って点字を打つ体験をします。

2 拡大写本体験講座
９/18（金）
午前10時～正午
講師：拡大写本「結の会」
　弱視の方のために読みやすい大き
な文字に写本する「拡大写本」の体
験をします。

3手話体験講座
８/26（水）
午前10時～正午
講師：手話サークル木の芽の会
　耳が不自由な方のコミュニケー
ション方法の一つである「手話」に
ついて学び、体験します。

1

場　　所　新発田市ボランティアセンター　２階　研修室１・２
受 講 料　無料
申込締切　各日の１週間前まで
　　　　　※締切後の申込み希望についてもご相談に応じます

申し込み・問い合わせ先　新発田市社会福祉協議会 地域福祉課　TEL ２３－１０００

“つながること”への第一歩を
 一緒にはじめてみませんか？

新型コロナウイルス感染拡大防止のため
長らく中止とさせていただいておりましたが、７月より再開します♪
開催に伴い、下記の変更とお願いがあります。

①開催時間の短縮
　開催日・開始時間は変わらず、終了時間を１時間早くします。
　第１金曜日→午後６時～午後７時
　第３金曜日→午後１時30分～午後２時30分

②場所の変更
　普段の和室よりも広い部屋で開催し、人と人との距離がとれる
ようにします。
　１階 和室→２階 研修室１・２
　※ ７月17日（金）のみ研修室が使用できないため、１階和室に
て行います。和室でも十分に距離がとれるよう、配慮いたし
ます。

③参加にあたって
　体調管理のお願いと体調が悪い場合（発熱や咳などの症状、だ
るさ、息苦しさなど）の参加はお控えください。また、マスクの
着用をお願いいたします。

月2回 開催
第１金曜 午後6時～午後8時

（当面の間は午後7時まで）

会 場
新発田市ボランティアセンター
（新発田市本町4-16-83）

（当面の間は午後2時30分まで）
第３金曜 午後1時30分～

　　午後3時30分

２新発田市社協だより№379
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内　容▶
　 　一人暮らしの高齢者や病弱な高齢者世帯および
身体に障がいのある方に、栄養バランスのとれた
食事を配達することにより、安否確認と孤独感の
解消を図ります。
対象者▶
　⑴ 70歳以上の介護認定を受けていない方で次のい

ずれかに該当する方
　　①一人暮らしの高齢者
　　② 給食が特に必要と認められる病弱な高齢世帯
　⑵ 給食が特に必要と認められる身体に障がいのある方

日本赤十字社活動資金にご協力をお願いします
　日本赤十字社では、災害で被災された方々ヘの支援や、災害に備えた救援物資の備蓄や医療チームの訓練など、救
護体制の強化に努めております。また、この度の新型コロナウイルス感染症への対応においては、全国の赤十字病院
を中心に新型コロナウイルス感染症の治療および感染拡大防止のための活動にも取り組んでおります。
　このような赤十字の活動は、自治会や町内会を通じて市民の皆さまからお寄せいただく協力金や、企業や団体の皆
さまから寄せられる寄付金で成り立っております。
　つきましては、皆さまの赤十字協力金へのご理解ご協力をお願い申し上げます。

災害救護活動

皆さまからの協力金はカタチを変えて、皆さまのところへ

◎ 住宅火災や自然災害の被災世帯に毛布・タオル等
の物資・見舞金を交付
◎災害時に備え、テント・備品を配置
◎国内外の災害義援金の受付

◎ 災害時を想定した訓練（炊き出し）
◎視覚障がい者のための点字図書の作製

講習会の開催
◎救急法（心肺蘇生法・ＡＥＤ・応急手当）
◎幼児安全法

１０,197,709円
新発田市内協力金収入実績額
令和元年度

黄色い帽子の寄贈事業 炊き出し訓練の様子

日本赤十字社新発田市地区ではこのような活動をしています

親のサロン
７月より再開します

　近年、「社会的ひきこもり」や「ニート」など、若
者を取りまく諸問題はますます深刻化してきていま
す。様々な生きづらさを抱える若者と同じく、その
家族も多くの不安を抱えています。新発田市社会福
祉協議会では、生きづらさを抱える若者の両親、ま
たは家族を対象に、生きづらさへの理解や参加者同
士の交流、社会とのつながりを持ってもらうことを
目的とした様々な情報を共有する場「親のサロン」
を開催しています。

奇数月　第３金曜日　午後７時～午後８時30分
新発田市ボランティアセンター（新発田市本町4-16-83）

開催日時・会場

安否確認をします！
手作りお弁当をお届けして

配達日▶
旧新発田・豊浦地区 紫雲寺・加治川地区

回　数
月４回
　第１火曜・第２水曜
　第３木曜・第４金曜

月４回
　毎週木曜

配　達
夕食用

午後３時30分から　
４時30分の間に配達

昼食用
午前11時から　
正午の間に配達

協力金 １食 400円

申し込み・問い合わせ先
新発田市社会福祉協議会　TEL  23－1000

市民の皆さまの協力金 自治会・町内会

各市町村・赤十字窓口 日本赤十字社新潟県支部

３ 新発田市社協だより №379
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社会福祉法人 新発田市社会福祉協議会問い合わせ先

専用駐車場Ｐ

新発田市
ボランティア
センター

カルチャー
センター

新発田駅

県立新発田病院

〒957ｰ0054　新発田市本町4ｰ16ｰ83（ボランティアセンター内）
TEL 23ｰ1000 FAX 26ｰ3300
（土・日・祝日を除く）

ホームページ http://www.shibata-shakyo.or.jp
社協だより（PC版）がご覧になれます

笑顔マスクの下は　　　 プロジェクト
　マジックショー活動が激減し、暇の時間を利用して簡単マジッ
クグッズを作成しています。主にカードマジック、どなたにも
できる初級クラスのものですが約６種類150セットほど完成。
最近知人友人にプレゼントして喜んでもらっています。演技す
る人、見る人の笑顔がいっぱい出るかも？？？
 ニックネーム／プロフェッサーマサト

　今年２月くらいからマスクが手に入らなくなり、“ならば、作りましょう♬” とマスク作りを始めました。やってみると作り方が様々で、それぞれが機能的。すっかりハマっています。そして、今回新発田社協のマスクづくりボランティアに参加して、顔も知らない何処かの誰かの役に立てるということに、ほのぼの嬉しい気持ちになれました。ありがとうございました。 ニックネーム／kakican

　コロナウイルス問題が発生してから「あいさつ」を今迄以上におこなう様に心掛けしています。体への直接的なふれあいは避けながら、“心のふれあい” は強めていきたいと願っています。 ニックネーム／そばかす

　家族の為、自分の為、地域の子どもたちの為、マスクづくりにチャレンジしました。始めは普通のマスクづくりでしたが、段々とはまってきて、フリルをつけたり、ビーズをつけたりと世界に一つだけのマスクになりました。 ニックネーム／ムギ

　昨年と同じ活動はできないけれど、何かみんなで
できるこ

とはないか、今だからこそできることがあるんじゃ
ないかと

思い、マスクづくりボランティアにたどり着きまし
た。縫製

は保護者で行い、ゴム通し・袋詰めは子どもたちで行
いました。

みんな進んで協力してくれました。自分たちよりも
小さな誰

かの為に心を込めて丁寧に作業しました。
 御免町ミニバスクラブ（女子）

　ハンドメイドが好きで、今回のマスクづくりボランティアにぜひ参加したいと思い、子供用マスクを作りました。生地が多めに入っていたので、良いチャレンジのチャンスと思い、作れるだけ作ってみたら48枚予定が107枚になりました。好きなハンドメイドでボランティアに参加できて本当によかったです。たくさんの子供達に喜んでもらえたら嬉しいです。 ニックネーム／グミ

　癌を告知された方、治療中で先の不安を抱えた人が新発田市でもたくさんいらっしゃると思います。そんな方々のお話をお
聴きし、少しでも心の負担が軽くなるよう「がんカフェ」のような場をつくりたいと思います。 ニックネーム／わすれ名草

あなたのマスク コレクションを紹介します！

あなたのマイ★チャレンジを紹介します！

↑ニックネーム
　／梨好き卓球人

↓ニックネーム
　／kaki＆ベビ太～ズ

↑名前
　／宮澤 弘子さん

↓ニックネーム
　／ひーちゃん

新発田市社協だより№379 ４
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